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スポーツ選手における上腕囲の意義

緒言

1. 調査対象

2. 成績ならびに考察

ω身長
(却 標準体重および体重増減度

(3) 上腕囲と体重増減度

総括

緒

松

依

仁コ

木

田 隆
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也**

栄養状態の良否を判定するためには，種々の面から検査が行なわれなければならないが，最

も端的に栄養状態を示すものは，体重の増減であろう。未成年における体重の増加は，発育に

よる当然の結果であるが，一般成人の場合の体重増加は，妊娠や浮腫のような特殊なものを除

外すれば，主として脂肪量の増加によると考えられている。しかし，運動選手に体重増加があ
(1) 

る場合には，比較的筋肉量の増加による場合と，比較的脂肪量の増加による場合があると考えら

れる。ある種の競技，たとえば相撲などでは，その体重の増加が脂肪であっても，競技に有利
(2) 

なことがあると考えられるが，多くの場合，脂肪量の増加は競技面にマイナスすると思われる。

一方，運動選手では， Training方法，運動量等の違いから，種目によって筋肉量増加の程

度に差異のあることが考えられる。

乙のような観点から，各種運動選手がどのような栄養状態にあるか比較検討するため，学生

運動部員について種々の測定を行ない，種目別に栄養学的考察を加えてみた。

1.調査対象

対象は，慶慮義塾大学体育会に所属する男子学生1，357例で，年齢は18歳から24歳，所属す

牢慶慮義塾大学体育研究所助教授。

料慶藤義塾大学体育研究所講師。
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スポーツ選手における上腕囲の意義

る種目は33種目である。測定項目は，身長，体重，胸囲，腹囲，右上腕囲，上腕皮厚，腹部皮

厚等である。

2. 成績ならびに考察

( 1 )身長

第 表

種 目 l護|刷以下170cm1180cm以上 種 目 |護|蜘FIル|ル|蜘m以下170cm1180cm以上

パドミントン|幻i 。レスリング 122 I 。
重量挙 155 2 アメリカン 1 43 1 

フットボール
2 

軟式野球 128 1 1 ス キ 一1181 。
スケー ト 123 1 11 。サッカー 137 1 1 

イスケット 138 1 8 競 走 162 1 5 

フェンシング 114I 。相 撲 161 1 

ハンドボーノレ 1241 1 J~ 術 128 1 2 

軟式庭球 152 1 2 山 岳 125 1 
。

卓 球 132 1 。器械体操 121 1 。
ヨ ツ ト 128 1 1 庭 球 189 1 2 

射 撃 136 1 1 ホッケ-1231 
。

バレーボーノレ 123 1 3 t帯 艇 168 1 9 

クニEb 手 148 1 。蹴 球 141 I 2 

水 泳 151 1 2 柔 道 182 I 3 

弓 術 165 1 。剣 道 I68 1 1 

野 球 190 1 4 自 動 車 I58 。
ボクシング 122 1 。 計 11，3571 51 I 642 I 611 1 53 

第 2 表

種 自 lEJ執 11 ~~ 1 種 目 lfZ22ぁ11 ~~ I 種 目 |以身上長の17者0(c必m〉

1 バレーボーノレ 82.6 12 庭 球 48.3 23 ボクシング 36.4 

2 端 艇 77.9 13 サ ツ カ 一 45.9 24 射 撃 36. 1 

3 バスケット 76.3 14 剣 道 45.6 25 フェンシング 35. 7 

4 野 球 74.4 15 レスリング 45.5 26 軟式庭球 34.6 

5 品兄d凡己 走 66. 1 16 卓 球 43.8 27 弓 33.8 

6 アメリカン 62.8 17 ス ケ 一 ト 43.5 28 ザ二工包二 手 33.3 フットポール

7 蹴 球 61. 0 18 d高 術 42.9 29 ス キ 一 33.3 

8 柔 道 58.5 19 71く 珂く 41. 2 30 自 動 車 32.9 

9 ハンドボーノレ 58.3 20 山 岳 40.0 31 ホ ツ ケ 一 30.4 

10 相 撲 56.3 21 軟式野球 39.3 32 重 量 挙 25. 5 

11 ヨ 、y ト 50.0 22 ノfドミントン 37.0 33 器械体操 4. 8 
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スポーツ選手における上腕囲の意義

種目別の例数，ならびに身長の分布は，第1表に示すごとくである。身長は160cm--170 cm 

が642例で，全体の47.3%，170 cm--180 cmが611例で45.0%となっており，運動部員の身長

の大部分が， 160 cm--180 cmの間にあり， 160 cm以下 (3.7%)，180 cm以上 (4.0%) はき

わめて少ないことが判る。また各種目別に，身長 170cmを超える者の割合をみると，第2表

のようになり，バレーボーノレからヨットまでは，それぞれ全体の50%を超えているが， 重量

挙，器械体操等では，はるかに少ない乙とが判る。乙の表で上位にある種目には，やはり身長

の大きいほうが，競技に有利であるものが多いと思われる。

(2) 標準体重および体重増減度

体重は栄養状態を示す重要な指標であるが，体重何 kgというのみでは，肥っているのか，

第3表標準体重 (kg) やせているのか分らないし，単に平均体重の比較を

詰1481i男げ149.7l詰m||5男M |l5女8.9 
山 1 1 50. 1 11 166 1 60.5 1 59・6

151 1 1 51. 011 168 1 61. 9 I 61. 0 

169 I 62. 6 1 61. 

170 1 63.3 1 62.4 

171164.01 

155 1 54.0 1 53.0 

同 154.5 1 53.5 173165.41 

157 1 55.0 1 54.1 174 1 66.1 1 

158 1 55.5 I 54.7 出 166.9 1 

159 I 56. 1 1 55.3 176 1 67.7 1 

160 I 56. 7 1 55. 9~ 177 I 68.5 1 
161157.3156.5 178169.31 

162 I 57. 9 1 57. 1 179 I 70.1 1 

163158.5157.7 180 1 70.9 1 

胤 159.1 I 58.3 

しでも，身長の影響を考慮しないと意味がないこと

になる。そこで栄養状態の判定には，規準となるべ

き標準体重が必要になってくる。

標準体重の求め方は，従来いろいろのものが知ら
(3) 

れている。たとえば，よく用いられるものに Broca

の指数というのがあるが，これは一次式であるので

直線であり，身長の大きいところでは，かなり実際

とはかけはなれたものになり，また体重増減の程度

を示すものとして，よく Rohrer指数が用いられて

いるが，これは曲線ではあるが，かなり急峻であ

り，いずれも実用には充分とは言えない。われわれ
(1)， (2) 

は，成人の標準体重として25歳から30歳までの男女

別身長別平均体重を用いているく第3表〉。これは

身体の発育を終わり，その後の体重変化が少ない年

齢の平均体重であるので，成人の標準体重として

は，現在最もよいと思われるからである。今回調査した運動部員の年齢は， 20歳前後であるの

で，乙の年齢の身長別平均体重を用いればよいのであるが，現在充分なものがないので，成人

のものを用いることにした。

さて，このような標準体重を用いて，肥っているか，やせているかの判定をするわけである

が，その程度をあらわすために，標準体重よりの偏位ノマーセントを体重増減度とすると，
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スポーツ選手における上腕囲の意義

体重増減度=実測体重一標準体重 x100 (土%)
標準体重

なる式で求めることが出来る。この値は身長にかかわりなく，体重増減の程度を示すものであ

る。

対象全例について，このようにして体重増減度を求め，-10;;ぢ以下をやせ(体重減少者)， -10 

%""+10%を正常体重，十10%以上を肥満(体重増加者)と定めて，種目別の比較そしてみた

(第4表)。対象全例中正常体重は 984例で72.5%，やせは221例で16.3%，肥満は152例で11.2 

%となっており，当然のことながら正常体重が大部分を占めている。やせの例数が幾分多いよ

うであるが，対象例が，年齢的に発育途上の者を多く合むと考えられるのと，用いた標準体重

が成人のものであることから，このような結果になったものと思われる。

第 4 表

種 目|総数!肥満|正常|やせ|種 目 |総数|肥満|正常|刊
27 1 0 1 23 1 4レスリング 1221 6 I 16 I 

重 量 挙 r 55 r 16 1 38 1 1アメリ17トボール 1431 5 1 371 1 
軟式野球 L_~I_!I 2: 1 6ス キー 1_181_=j ~ 

ト1231 41 161 3サツカ-r 37 r 2 r 33 j 
ツト 1_38 1 3 1 31 1 4競 走 1621 21 531 
シング114 1 1 1 10 I 3相 撲 I161 9 r 71 

ハンドボーノレI24 r 1 I 221 1馬 術 128] 0 j 18] 10 

軟式庭球1521 0 1 37 1 15 山 岳 125 1 1 I 23 1 
卓 球 I321 31 20 r 9器械体操 I21 r 21 19 1 

トI28 1 3 1 20 1 5庭球 189 I 0 1 62] 27 
射 撃 136 I 3 1 19 I 14ホッケー 123 1 2 J 16 I 
バレーボーノレ123 1 21 21 1 0端 艇 168 1 91 51 1 8 

手148 I 0 1 41 1 7蹴球 141 1 61 351 
泳 151 1 61 381 7柔道 1821 38 1 431 
弓術165 1 2 1 33] 30剣道 r 68 j 1 1 53 I 14 
野 球] 90 1 21 1 68] 1 自動車 581_3J_ =J~
ボクシング] 22] 0 I 121 10 計 11，357 1 152 1似 I221 

種目別では(第 1図)，大部分の種目で正常体重が，圧倒的に多数を占めているが，相撲，柔

道，重量挙，レスリング，野球等に比較的体重増加者が多く，特に相撲では，正常体重数を上

回っている。体重増加のパターンは，各種目それぞれ異なると思われるが，これらの種目で
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スポーツ選手における上腕囲の意義

ある程度体重の増加している状態が，競技面でやせがほとんどいないことから考えても，

やせは射撃，

は，

自動車等ボクシング，馬術，庭球，弓術，有利である乙とが推察される。また，

この理由としこれらの種目では，肥満がきわめて少ないことが判る。の種目で比較的多く，

またある種目て，種目によっては競技の性質上，体重増加が不利となる乙とも考えられるし，

やせていても特に不利ではない乙となども挙げられよう。では，

図第
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スポーツ選手における上腕囲の意義

第2図(前頁)は正常体重のみについて，種目別に身長，胸囲，腹囲，上腕囲等の平均値を求

めて比較したものであるが，胸囲，腹囲，上腕固いずれも，身長との相関はあまり認められない。

次に各種目の正常体重者について，平均上腕固と平均身長との比を求め，値の大なるものよ

り順に配列してみると，第5表のようになり，器械体操，重量挙，柔道，レスリング等の部員

の上腕囲は，身長の割に大で，庭球，パスケットボール等の上腕囲は比較的小さい乙とが推察

出来る。

第 5 表

種 目 臨鐸×刈15i 種 目 陰謀×川115| 種 目 |平一平一均均一上身一腕長一随XI00 

11器械体操| 17.7 121端 艇| 16.2 判卓 球| 15.5 

21重 量挙| 17.5 判弓 術| 16.1 241馬 術| 15.5 

31柔道 17.2 141射 撃| 16.0 251フエンジング| 15.4 

4 レスリング| 17.1 判野 球| 15.9 261パドミントン 15.3 

16.9 161アメリカン | 
フットポール

15.9 判ホ ツケー| 15.3 

6 剣 道| 16.7 同空 手 15.9 281バレーポーノレ| 15.3 

撲| 16.6 判山 岳 15.8 判ボクシング| 15.2 

ツ 16.6 同軟式庭球| 15.8 叫サ 円ツ 15.2 

キ 16.4 201ハンドボーノレ| 15.7 叫軟式野球| 15.1 

10蹴 球| 16.3 21スケート| 15. 7 15.0 

動 車| 16.2 221競走 15.7 33バスケット| 14.8 

(3) 上腕固と体重増減度

先にも述べたように，運動選手の場合には，体重が多くても直ちに肥満であるとすることは

できない。筋肉量の増加していることが考えられるからである。本来の肥満，すなわち脂肪量

の増加を判定するには，体重以外に皮厚を測定して比較する方法もあるが，これは身体各所の

皮下脂肪の発達が一様でないため，値がかなり動揺するようであるD また超音波を用いて脂肪
(4)，(5) 

量を測定したり，体比重を測定して脂肪の絶対量を求めたりする方法もあるが，なかなか面倒
(6)，(7) 

である。

肥満の程度と比較的よい相関を示すのが上腕囲である。第3図は一般男子学生の右上腕囲と
(2)，(8) 

体重増減度の関係をみたものであるが，乙のように上腕囲は，身長に関係なく体重増減度とよ

く相関していることが判る。

そこで，運動部員のやせ(体重減少者)，正常体重，肥満(体重増加者)それぞれのグループにつ

いて，体重増減度に対する上腕囲の回帰直線(第4図，細い実線)および、対象全員についての回帰

直線(第4図，太い実線)を求め，一般人の直線(点線)と比較してみた。 乙の一般人は，人間ドッ

クの症例で，主として中高年の一般成人男子である。運動部員の各グループの回帰直線は，対
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スポーツ選手における上院囲の意義

象全例の回帰直線によく一致し，いずれのグループの直線も，一般人のものに比して高い位置

にあり，しかも全例の直線は，一般人に較べて傾斜が急であるととが判る。これは，同じ体重

増減度では，運動部員の上腕囲は一般人に比して大きいものが多く，しかも体重の増加による

上腕囲の増大の割合が，一般人に較べて大きい乙とを意味している。乙のような差異は，運動

部員の体重増加には，一般人に比して比較的筋肉量の増加がある乙とによると思われる。

第3図上腕固と体重増減度(男子学生)
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第4図上腕固と体重増減度(回帰直線)
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次に肥満(体重増加者)が10例を超える種目，すなわち野球，柔道，重量挙等の体重増加者

(+10%以上)74例につき，上腕囲がこの回帰直線(対象全例のもの)を超えるグループ45例と，

下回るグループ29例に分け，上腕皮厚，腹部皮厚を比較してみると，第6表のようになり，回

第5図上腕固と体重増減度(回帰直線) 帰直線を下回るグループの皮厚が，超えているグルー

プの皮厚に比して，上腕，腹部いずれも大きい傾向を
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示している。

乙のことからも，運動選手に体重増加があるにもか

かわらず，上腕囲の小さい時には，一般人の肥満に近い

第6表体重増加者と皮厚

|回帰直線を上|回帰直線を下
回るグループ 回るグループ

例数 I 45 I 29 
上腕皮厚凹 I7.9:i:1.4 I 8任1.6
腹部皮厚mmI 9ω7  [ 11. l:i:2. 3 
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スポーツ選手における上腕囲の意義

体重増加であると思われ，当然脂肪量増加が大きいものと考えられる。もちろん運動選手の場

合，競技種目によっては，上腕のみの特異的発育という乙とも考慮しなければならないが，

般的には，上腕固と体重増減度の関係は，第5図に示すごとく，回帰直線を超える部分では，

比較的筋肉量の増加があり，下回る部分では，脂肪量の増加があると考えられる。

第6図~第10図はいくつかの種目の上腕囲を，対象全例の回帰直線上にプロットしてみたも

第 6図上腕囲と体重増減度(競走)
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第7図上腕固と体重増減度(庭球)
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第8図上腕囲と体重増減度(サッカー) 第 9図上腕囲と体重増減度(重量挙)
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スポーツ選手における上腕聞の意義

第10図上腕固と体重増減度(柔道) 第11図上腕囲と体重増減度(正常体重)
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のであるが，競走部員の上腕囲は大体直線に

一致している。庭球，サッカーでは，直線を下

回る例が多くなっているが，それでも大部分

体重増減度(%) は一般人の回帰直線より高い所にあることが

判る。また，重量挙，柔道では直線を上回る例がかなり多くなっている。このように運動部員の

上腕囲は，一般人に比し概して大きい乙とが判るが，種目により差異のある乙とが推察できる。

次に，正常体重者のみについて，種目別に体重増減度に対する上腕囲の回帰直線を求め(第

11図)これが標準体重と交叉する点(体重増減度土 0%の時の上腕囲)を体重補正上腕囲とし， 同

時に上腕皮厚，腹部皮厚についても，それぞれ体重増減度に対する回帰直線から，体重補正値

を求めて比較した。第7表はそれぞれの体重補正値を大きい順に配列したものであるが(ヨッ

ト，相撲は除外)， 重量挙，器械体操等は，上腕囲が上位にあるのに皮厚は上腕，腹部いずれも

むしろ下位にあり，比較的筋肉量の増加を思わせる。乙れに反して，野球，軟式野球，馬術等

では，上腕囲が比較的下位にありながら，皮厚は上腕，腹部いずれも上位にあり，これらの種

目では比較的脂肪量の増加を示唆している。また，柔道，レスリング，弓術等では，上腕囲，

皮厚いずれも上位にあり，これらの種目では，筋肉，脂肪量共に増加しているように思われ

る。このように，種目によって体重増加の時の，筋肉，脂肪量増加の割合に差のあることが判

るO これはやはり，種目によって運動量， Training方法等の異なることが大きな原因である

と思われる。

先にも触れたように，種目によっては上腕のみの特異的発育ということも考慮しなければな

らないが，運動選手に体重増加がある場合に，比較的筋肉量が多いか，あるいは脂肪量が増加

したのか，絶対量を測定するのは困難であるが，このような回帰直線を用いて推定するのも，

一つの方法であると考えられる。
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スポーツ選手における上腕囲の意義

第7表体重補正値

j位l頂I サ時旦 日|切〕囲|種 目|そ22Fl種 目|ヰ22F
柔 8. 1 弓 術! 7.0 

2 器械体操 28.9 ボクシング| 6.4 山 6.9 

山 5.9 野 6.5 

弓
術球 | | 

5.5 レスリング| 6.4 

51水泳 28.4 野 5.4 軟式野球| 6. 1 

61剣道 28.3 5. 1 6. 1 

術[ 28.1 蹴 球| 5.0 ，罵 術| 5.9 

一 剣 4.9 5.9 

，高 術| 4.8 蹴 5.8 

射 4. 7 柔 5.7 I 

111競 走 I27.2 ス キ 4. 7 自 動 車| 5.5 

12Jハンドボー JレI27.2 ホッケー| 4.6 ハンドボール| 5.5 

キ レスリング| 4.6 バレーボール| 5.5 

動 車 127.2 軟式庭球| 4.4 剣 5.3 

15 1バレーボール 127.0 ボ 一 4.3 ス キ 5.2 

16¥軟式庭味¥27.0 ノてレーボー Jレ| 4.2 軟式庭球| 5.1 

171ボクシング 127.0 重 量 4. 1 庭 5.0 

181アメリカン ¥ 26.9 
フットボール ハンドボール| 4. 1 水 5.0 

19¥山岳 26.9 自 動 4.0 ボ 一 4.9 

器減体操| 3.9 射 4. 7 

21 ¥卓 球¥ 26.7 スケー 3.8 重 量 挙| 4.6 

フェンシング| 3.8 バスケット| 4.6 

球 126.6 7]( 3. 7 クニ匂己 手| 4.4 

24¥フェンシング|初 6 3. 7 器械体操| 4.4 

251馬術 26.5 ク二bL 3.6 スケー 4.4 

庭 3.5 
フットボーノレ

4.3 

271サッカー I26.2 フットボール
3.5 4.2 

281バスケット I26.0 バスケット| 3.4 主兄兄企三

29 I庭 球 I26.0 金兄兄量ユ 走| 3.2 バドミントン| 4. 1 

30 Iバドミントン I25.7 卓 球| 3.2 フェンシング| 4. 1 

31 I軟式野球 I25.2 バドミントン| 3.0 卓 球| 4.0 
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スポーツ選手における上腕囲の意義

総 括

1. 各種運動選手の栄養状態を調査するため，学生運動部員1，357例 (33種目)について，

身長，体重，胸囲，腹囲，右上腕囲，上腕皮厚，腹部皮厚等を測定し，比較検討を行なった。

2. 上腕囲と体重増減度の回帰直線を用いるととにより，体重増加が比較的筋肉量による

か，脂肪量の増加によるか推定出来るととを報告し，乙の方法により，各種運動選手の栄養状

態を比較し考察を加えた。

(本論文の要旨は第17回，第四回日本体力医学会総会において報告した。)
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